
災害伝言ダイヤル（171） 

被災地の方が、自宅の電話番号宛に安否情報（伝言）を音声で録音し、 

全国から伝言を確認できるサービスです。 

「災害用伝言ダイヤル」に登録できる電話番号は、「被災地内の固定電話の番号＊」です。 

被災地内からのご利用の場合も電話番号は必ず市外局番からダイヤルしてください。 

＊詳しくは契約されている通信事業者にお問い合わせください。 

【録音方法】録音された伝言は最大 48 時間保存されます。 

171→1→（●●●）○○○－○○○○→1→録音（30 秒以内）→9 

【再生方法】 

171→2→（●●●）○○○－○○○○→1→再生→9 

★利用できる電話 

①公衆電話･･･停電時にテレホンカードは使えない。10 円硬貨を用意。 

②PHS 

③一般の固定電話 

  そのほか、携帯電話、スマートフォンからも利用できます。 

体験利用可能日（毎月 1日、15 日/防災週間（8/30～9/5）など）にリハーサルを！ 

 

非常持ち出し品リスト 

□携帯用飲料水  □食品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど） 

□貴重品（預金通帳、印鑑、現金など）  □救急用品、医薬品 

□ヘルメット、防災ずきん  □軍手（厚手の手袋）  □懐中電灯 

□衣類（セーター、ジャンパー、雨具など）  □下着  □タオル 

□毛布、アルミ製保温シートなど 

□マッチ、ろうそく（水にぬれないようビニールでくるむ） 

□使い捨てカイロ □ウェットティッシュ  □筆記用具（手帳、えんぴつなど） 

小さな子供のいる家庭は 

□ミルク  □ほ乳びん  □紙おむつ  □だっこひも 

情報収集用品として 

□携帯ラジオ  □携帯電話、スマートフォンと非常用充電器  □公衆電話用 10円硬貨 

□家族の写真（はぐれた時の確認用） 

 

非常用備蓄品（一人 3 日分の分量の目安です） 

□飲料水          9 リットル（3 リットル×3日分） 

□ご飯（アルファ米） 4～5食分    □ビスケット 1～2 箱 

□板チョコ       2～3枚     □乾パン   1～2 缶 

□缶詰         2～3缶     □下着    2～3 組 

□衣類           スウェット上下、セーター、フリースなど 

参考：総務省消防庁「わたしの防災サバイバル手帳」、警視庁ホームページ 

 


